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復
帰
か
ら
５
年
を
経
て
も
「
変

わ
ら
ぬ
基
地
の
島
沖
縄
の
内
実
を

問
い
直
す
」
た
め
に
１
９
７
８
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
平
和
行
進

は
、
復
帰
52
年
目
の
今
年
47
回
目

を
迎
え
「
あ
ら
た
め
て
復
帰
の
内

実
を
問
い
な
が
ら
、
地
上
戦
を
体

験
し
た
沖
縄
か
ら
基
地
の
な
い
、

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
の
創
造

を
訴
え
て
い
く
」
こ
と
を
趣
旨
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
諸
事
情
に
よ

り
出
迎
え
や
送
り
出
し
演
奏
な
ど

が
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
日
音
協
は
音
楽
を
も
っ
て
参
加

し
、
５
月
17
日
か
ら
18
日
の
日
程

で
沖
縄
行
動
を
開
催
し
沖
音
協
の

仲
間
も
含
め
て
11
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

17
日
の
「
５
・
１
５
平
和
行
進

全
国
結
団
式
」
で
は
基
調
講
演

「
沖
縄
と
連
帯
す
る
意
義
」
の
の

ち
、
当
山
実
行
委
員
会
共
同
代
表

に
よ
る
あ
い
さ
つ
や
平
和
行
進
団

長
な
ど
に
よ
る
決
意
表
明
、
翌
日

の
平
和
行
進
成
功
に
向
け
た
意
思

統
一
を
は
か
り
ま
し
た
。
終
了
後

に
は
宮
城
ス
タ
ジ
オ
を
お
借
り
し

て
日
音
協
結
団
式
と
、
翌
日
の
平

和
行
進
に
む
け
て
う
た
と
演
奏
の

録
音
を
し
た
の
ち
、
夕
食
交
流
お

よ
び
①
Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
＆
Ｔ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ

②
お
だ
か
ず
や
③
Ｐ
ｉ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ

ｓ
④
沖
音
協
⑤
宮
城
康
一
さ
ん
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。 

翌

18

日
は
普
天
間
基
地
包
囲

（
南
ウ
イ
ン
グ
）
コ
ー
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
宜
野
湾
市
役
所
で
出

発
式
を
お
こ
な
い
平
和
行
進
が
ス

タ
ー
ト
し
、
前
日
録
音
し
た
音
源

に
合
わ
せ
て
「
沖
縄
今
こ
そ
立
ち

上
が
ろ
う
」
「
座
り
こ
め
こ
こ
へ 

辺
野
古
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
「
沖
縄
を
返

せ
」
「
ジ
ュ
ゴ
ン
が
住
む
海
」
「
ふ

る
さ
と
沖
縄
」
「
私
た
ち
は
許
さ
な

い 

沖
縄
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
「
戦
争
に

力
貸
さ
な
い
」
「
５
・1

5

平
和
行

進

マ

ー

チ

」
「

S
o
n

g
 

F
o
r 

G
a
z
a

」
「
大
き
な
橋
」
「
ど
こ
へ
行

く
岸
田
」
の

1
1

曲
を
う
た
い
な

が
ら
、
先
導
車
か
ら
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
の
呼
び
か
け
が
あ
る
と
き

に
は
「
基
地
を
返
せ
」
「
オ
ス
プ
レ

イ
は
出
て
い
け
」
な
ど
と
続
き
、

県
民
大
会
会
場
の
宜
野
湾
市
立
グ

ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の

7
.5

キ
ロ
を
３

時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。
別
の

北
ウ
イ
ン
グ
コ
ー
ス
と
合
わ
せ
て

普
天
間
基
地
を
一
周
し
た
こ
と
に

な
り
、
基
地
の
広
さ
と
民
家
や
学

校
ま
で
も
が
基
地
と
隣
接
し
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
、
あ
ら
た
め
て

「
世
界
一
危
険
な
基
地
」
を
実
感

し
な
が
ら
の
行
進
と
な
り
ま
し
た
。

「
５
・1

5

平
和
と
く
ら
し
を
守
る

県
民
大
会
」
で
は
、
「
平
和
と
く
ら

し
を
守
る
た
め
、
基
地
の
な
い
沖

縄
、
平
和
な
日
本
、
戦
争
の
な
い

世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
宣

言
し
、
全
国
の
そ
し
て
世
界
の
友

人
に
誓
う
」
こ
と
を
県
民
大
会
宣

言
で
確
認
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
送
り
出
し
や

出
迎
え
の
演
奏
が
で
き
ず
に
残
念

だ
っ
た
が
、
う
た
い
な
が
ら
平
和

行
進
に
参
加
し
訴
え
る
こ
と
が
で

き
た
」
「
歩
き
な
が
ら
戦
争
や
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
９
月
の
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽

祭
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
を
受
け
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
沖
縄
行
進
の
結
団
式
か
ら

県
民
大
会
ま
で
の
短
い
期
間
に
合

わ
せ
た
日
音
協
沖
縄
行
動
と
な

り
、
平
和
学
習
や
資
料
館
・
戦
跡

巡
り
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
し
で

の
２
日
間
で
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る

戦
争
に
反
対
し
平
和
を
求
め
る
た

め
の
想
い
を
さ
ら
に
強
く
す
る
た

め
に
も
、
来
年
は
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

も
参
加
し
て
う
た
い
、
体
感
し
ま

し
ょ
う
。 

 

（
根
本
賢
治
） 

  

（
南
ウ
イ
ン
グ
）
コ
ー
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
宜
野
湾
市
役
所
で
出

発
式
を
お
こ
な
い
平
和
行
進
が
ス

タ
ー
ト
し
、
前
日
録
音
し
た
音
源

に
合
わ
せ
て
「
沖
縄
今
こ
そ
立
ち

上
が
ろ
う
」
「
座
り
こ
め
こ
こ
へ 

辺
野
古
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
「
沖
縄
を
返

せ
」
「
ジ
ュ
ゴ
ン
が
す
む
海
」
「
ふ

る
さ
と
沖
縄
」
「
私
た
ち
は
許
さ
な

い 

沖
縄
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
「
戦
争
に

力
貸
さ
な
い
」
「
５
・
１
５
平
和
行

進
マ
ー
チ
」
「
Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ 

 

Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｇ
ａ
ｚ
ａ
」
「
大
き
な
橋
」
「
ど
こ

へ
行
く
岸
田
」
の
11
曲
を
う
た
い

な
が
ら
、
先
導
車
か
ら
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
の
呼
び
か
け
が
あ
る
と 

出
迎
え
の
演
奏
が
で
き
ず
に
残
念

だ
っ
た
が
、
う
た
い
な
が
ら
平
和

行
進
に
参
加
し
訴
え
る
こ
と
が
で

き
た
」
「
歩
き
な
が
ら
戦
争
や
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
９
月
の
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽

祭
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
を
受
け
終
了
し
ま
し
た
。 

今
回
は
平
和
行
進
の
結
団
式
か

ら
県
民
大
会
ま
で
の
短
い
期
間
に

合
わ
せ
た
日
音
協
沖
縄
行
動
と
な

り
、
平
和
学
習
や
資
料
館
・
戦
跡

巡
り
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
し
で

の
２
日
間
で
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る

戦
争
に
反
対
し
平
和
を
求
め
る
た

め
の
想
い
を
さ
ら
に
強
く
す
る
た

め
に
も
、
来
年
は
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

も
参
加
し
て
う
た
い
、
体
感
し
ま

し
ょ
う
。 

 
 

  

（
根
本
賢
治
） 

  

き
に
は
「
基
地
を
返
せ
」
「
オ
ス
プ

レ
イ
は
出
て
い
け
」
な
ど
と
続

き
、
県
民
大
会
会
場
の
宜
野
湾
市

立
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
７
・
５
キ

ロ
を
３
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し

た
。 別

の
北
ウ
イ
ン
グ
コ
ー
ス
と
合

わ
せ
て
普
天
間
基
地
を
一
周
し
た

こ
と
に
な
り
、
基
地
の
広
さ
と
民

家
や
学
校
ま
で
も
が
基
地
と
隣
接

し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
あ
ら

た
め
て
「
世
界
一
危
険
な
基
地
」

を
実
感
し
な
が
ら
の
行
進
と
な
り

ま
し
た
。
「
５
・
１
５
平
和
と
く
ら

し
を
守
る
県
民
大
会
」
で
は
、
「
平

和
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
基
地

の
な
い
沖
縄
、
平
和
な
日
本
、
戦

争
の
な
い
世
界
の
実
現
を
め
ざ
す

こ
と
を
宣
言
し
、
全
国
の
そ
し
て

世
界
の
友
人
に
誓
う
」
こ
と
を
県

民
大
会
宣
言
で
確
認
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
送
り
出
し
や 

県民大会で全体合唱する日音協メンバー 

元気に行進 

ごくろうさまでした 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

2024 年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 665 号（2） 

５月１日、少し肌寒いが青空が広がる札幌大通

公園８丁目広場に組合員や退職者など 3000 人

が結集し、第 95回全道メーデーが開催された。 

FMカンパニーは式典開催前の30分のオープ

ニング演奏と式典後のデモ行進の送り出し演奏

を担うことになった。 

 演奏曲は８曲 

① おお自由 

② 南へ 

③ 晴れた五月 

④ A ひろば 

⑤ やさしい心を武器にして 

⑥ 政治を変えるぞ 

⑦ Ｗｅ Try No.1 

⑧ 世界をつなげ花の輪に 

デモ行進の送り出し曲は７曲 

⑨ On the road 

⑩ 戦争はNO！ 

⑪ 武器を捨てて 

⑫ すべての人に 

⑬ たとえつらくても 

⑭ Let`s sing a song 

⑮ ブルーマウンテンサイド 

の 15 曲でした。 

 

精鋭８人で、アコースティックギター、ベース、

エレキギター、トランペット、ブルースハープ、

そして今回からカホンも加えての厚みのある演

奏とうたごえで会場は大いに盛り上がった。 

コロナで３年間取りやめになっていた「うたご

え」は、昨年の祭典から再開されたが FMのメン

バーのほとんどが「働かない退職者」になってい

たので、いつまで労働者の祭典で演奏できるのか

不安ではある。 

とりあえず今回のメーデーは悔いのない演奏

が出来たかな。 

祭典終了後は、午後から佐藤会長宅のガレージ

で恒例のＦＭカンパニーメーデーを敢行し、ＢＢ

Ｑで大いに飲んでお祝いをしました。（磯野宏之） 

 

 

 

         FM カンパニーの精鋭たち 

ブービーバンド生誕２００歳記念ライブ 

「キックバック」でイッツ笑タイム 
ブービーバンドは７月１３日１７時からススキノ

にある LoRe1 スタジオにて２年ぶりの単独ライブ

を行う。今年は桑野、磯野、榊原の３人合わせてち

ょうど２００歳。３年前のリモートミュージックの

時が１９０歳だったので２００歳の節目のライブを

目指していた。 

会場は韓国会館の地下にある隠れ家的な貸しスタ

ジオ、観客は限定４０名とプレミアチケットになる

か。ビール、日本酒などワンドリンク付きで販売も

する。ファンのみの選考（先行）販売中であるが、

全国からの希望者は早めに相談下さい。（磯野宏之） 

 

 

BBB生誕200歳記念ライ

ブ好評限定発売中。ワンド

リンク付き 1000 円です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 665 号（3） 

「
２
０
２
４
若
い
会
員
の
交
流

会
」
は
、
５
月
11
日
・
12
日
の
２

日
間
、
長
野
市
内
の
花
み
ず
き
貸
ス

タ
ジ
オ
で
７
名
（
担
当
幹
事
１
名
含

む
）
の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

松
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
沖
縄
音
楽
祭

概
要
を
確
認
し
た
後
、
２
０
２
３
長

岡
音
楽
祭
で
の
「
若
い
会
員
の
交
流

会
」
の
演
奏
（
「
群
青
」
〜
響
け
!!

若
者
の
想
い
〜
）
を
映
像
で
振
り
返

り
ま
し
た
。 

 

事
前
に
参
加
者
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
話
し
合
っ
た
沖
縄
県
出
身
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
曲
と
日
音
協
で
お
な

じ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
参
加
者

７
人
が
沖
縄
音
楽
祭
に
一
堂
に
会
す

る
の
は
難
し
い
た
め
、
１
日
目
（
11

日
）
の
夕
方
、
青
木
瀬
奈
さ
ん
・
美

夢
さ
ん
が
上
村
一
郎
さ
ん
（
長
野
県

支
部
）
に
連
絡
し
、
２
日
目
（

12

日
）
に
上
村
さ
ん
が
急
遽
参
加
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
急
な

お
誘
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
快
く
お
越

し
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
）。 

 

こ
の
２
日
間
、
３
曲
の
練
習
を
進

め
て
い
く
中
で
、
参
加
者
が
積
極
的

に
演
奏
方
法
や
ア
レ
ン
ジ
の
ア
イ
デ

ィ
ア
を
出
し
合
う
中
で
、
ど
ん
ど
ん

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。 

じ
み
の
２
曲
を
含
む
３
曲
を
２
日
間

で
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 
 

２
０
２
４
若
い
会
員
の
交
流
会 

参
加
者
（
50
音
順
・
敬
称
略
） 

 
 

青
木 

瀬
奈
（
長
野
県
支
部
） 

 
 

青
木 

美
夢
（
長
野
県
支
部
） 

 
 

高
野 

直
美
（
新
潟
県
支
部
） 

 
 

高
橋 

円 

（
東
京
都
支
部
） 

 
 

鳴
澤 

庸
夫
（
茨
城
県
支
部
） 

 
 

松
本 

敏
之
（
茨
城
県
支
部
・ 

日
音
協
会
長
） 

 
 

竹
内 

崇
史
（
新
潟
県
支
部
・ 

担
当
幹
事
） 

※
飛
び
入
り
参
加 

 
 

上
村 

一
郎
（
長
野
県
支
部
） 

 

 

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
会
員
が
集
っ

た
「
若
い
会
員
の
交
流
会
」
で
は
、

夜
の
懇
親
会
を
含
め
、
若
い
会
員

「
と
の
」
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

沖
縄
音
楽
祭
で
は
、「
２
０
２
４
若

い
会
員
の
交
流
会
」
で
取
り
組
ん
だ

３
曲
（
音
楽
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
楽

し
み
に
!!
）
、
「
若
い
会
員
」
の
力
を

思
う
存
分
に
発
揮
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
竹
内 

崇
史
） 

上村さんが２人？       鏡張りのスタジオでした 

若い会員の交流会・パンフレット 

交流会を終え、みんなで昼食                           花みずき貸スタジオ 

 ブラッシュアップ!! 

あいさつする松本会長（右端） 
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「南風(ふぇーぬかじ)」⑦ 

慰霊の日に恒久平和を祈念する 
     沖縄県支部長 平良 昌史 

 

６月２３日は慰霊の日。沖縄県条例

では、「我が県が、第二次世界大戦に

おいて多くの尊い生命、財産及び文化

的遺産を失つた冷厳な歴史的事実に

かんがみ、これを厳粛に受けとめ、戦

争による惨禍が再び起こることのな

いよう、人類普遍の願いである恒久の

平和を希求するとともに戦没者の霊

を慰めるため、慰霊の日を定める。」

とあります。 

１９４５年６月２３日に、第 32軍

司令官の牛島中将が自決した日をも

って、組織的戦闘が終結したとされ、

その日を慰霊の日としました。牛島中

将の最後の命令が「生きて虜囚の辱め

を受くることなく、悠久の大義に生く

べし」と、他の軍人には最後まで闘う

ことを命令しました。 

学徒動員や日本軍と行動を共にし

た多くの県民が、この６月２３日以降

に亡くなり、悲惨な沖縄戦の悲劇は９

月まで続き、「軍隊は住民を守らない」

ことを県民は学びました。 

この慰霊の日に向けて、学校では沖

縄戦や平和についての特設授業が行

われ、地元の新聞では、沖縄戦体験記

などの記事が掲載されています。慰霊

の日には、糸満市摩文仁の平和祈念公

園において沖縄県と県議会主催の「沖

縄全戦没者追悼式」が行われ、戦没者

の御霊を慰めるとともに世界の恒久

平和を願う沖縄県民の思いを世界に

発信しています。 

同時に、沖縄県内に散在する各地の

慰霊塔などでも一斉に慰霊祭が行わ

れます。線香をたき厳かに行われるも

のもあれば、「清明祭（シーミー）」の

ように、重箱を広げるところもありま

す。 

私は、午前中、母校の二中健児の塔

の慰霊祭に参加し、対馬丸記念館での

青少年プログラムの発表を見学、その

後、連合平和オキナワ集会に参加して

います。 

沖縄戦があったこの地に、広大な米

軍基地の重圧を強いられ続け、さらに

自衛隊基地の増強で、再び本土防衛の

盾となる状況の中で、県民が慰霊の日

で祈るのは、２度と悲惨な戦争を起こ

さない平和沖縄です。 

 
 

 

 

日音協と那覇市職労は一緒に行進 

行進前に音源録音 

辻元清美参議院議員も一緒に行進しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 665 号（5） 

香川県中央メーデーは休日となる 4月 27日（土）

に例年のサンポート高松多目的広場で開催されまし

た。5日前の歌声要請で急遽メンバー確保と選曲をお

こない、高田 Vo、森 Vo、細川G＋Voで「聞け万国

の労働者」「世界をつなげ花の輪に」「peace & 

happy」「がんばろう」とメインの「政治を変えるぞ」

を開会前に歌いました。ＰＡは高田会長が余裕あるス

ペックで機材を組み、うたごえが広場に響き渡りまし

た。 

中讃東地区集会は本来のメーデーすなわち 5 月 1

日（水）に瀬戸大橋記念公園マリンドームで開催しま

した。ここでも音響を担当した会長の要請で開会前の

歌声を実施しました。三好 EG、高田 Vo＋三味線、

井下Vo、細川G＋Voで、「聞け万国の労働者」「peace 

& happy」「政治を変えるぞ」「がんばろう」を演奏し

ました。屋外ながらドームで雨がかからず、音がお風

呂のように反響し、気持ちよく歌えました。 

3.9丸亀アクションで初めて歌った「政治を変える

ぞ」、今回は急な要請のため事前練習が出来ず、代わ

りに歌い方を指示する譜面を作りデータ送信しまし

た。作者の笠木さんには申し訳ありませんが、原曲（う

たのひろばⅢp82、1980 年作）の 13 小節目 2 拍

目の 16分音符＋付点 8分音符を前後逆にし（複数個

所）、歌詞の強調でアクセントやスタカートを追加し、

語尾の長さを変更させていただきました。 

（細川 剛） 

 

香川県中央メーデー 

中讃東（坂出）地区メーデー 

                                                       
 

 

渡
嘉
敷
島
へ
は
、
那
覇
か
ら
日
帰
り
で

往
復
で
き
る
と
知
り
、
沖
縄
行
動
の
次
の

日
に
、
日
音
協
沖
縄
県
支
部
の
元
会
員
の

泰
真
実
さ
ん
に
案
内
い
た
だ
い
て
、
渡
嘉

敷
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
渡
嘉
敷
島
は
、

１
９
４
５
年
、
３
月
26
日
、
日
本
軍
の
命

令
で
多
く
の
島
民
が
集
団
自
決
に
よ
り
命

を
落
と
し
た
、
深
く
醜
い
戦
争
の
傷
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
安
倍
政
権
時
に
、

そ
の
史
実
を
教
科
書
か
ら
削
除
し
よ
う
と

し
た
こ
と
で
も
注
目
を
浴
び
た
島
で
す
。 

 

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、 

会
長
の
松
本

さ
ん
と
、
沖
縄
行
動
担
当
の
根
本
さ
ん
と

私
の
３
人
。
海
外
か
ら
の
旅
行
客
で
満
席

の
渡
嘉
敷
島
行
き
フ
ェ
リ
ー
は
、
10
時
に

那
覇
の
泊
港
を
出
て
、
１
時
間
余
で
渡
嘉

敷
港
に
到
着
。
乗
船
客
の
殆
ど
は
ビ
ー
チ

に
向
か
っ
た
ら
し
く
、
戦
跡
に
向
か
う
車

は
、
島
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
を
走
っ
て
い
な

が
ら
、
泰
さ
ん
に
運
転
を
お
願
い
し
て
走

る
私
た
ち
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
他
は
対
向
車

す
ら
殆
ど
な
い
と
い
う
事
実
が
、
ま
ず
最

初
の
衝
撃
で
し
た
。 

 

先
に
、
慰
霊
碑
「
白
玉
之
塔
」
に
立
ち

寄
り
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
お
名
前

を
拝
見
し
、
そ
の
後
に
集
団
自
決
跡
地
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
山
の
頂
か

ら
少
し
下
っ
た
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う

な
緑
の
谷
間
で
し
た
。
が
、
霊
な
ど
全
く

信
じ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
異
様
な
ざ

わ
め
き
と
言
葉
に
な
ら
な
い
声
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
で
、
と
て
も
長
く
は
立
っ
て 

い
ら
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
後
に
泰

さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ
た
、
島
の
最
高
峰
か

ら
の
慶
良
間
諸
島
の
眺
め
も
、観
光
客
で
賑

わ
う
白
い
砂
浜
も
ケ
ラ
マ
ブ
ル
ー
と
呼
ば

れ
る
透
き
通
る
海
の
色
も
、美
し
い
分
だ
け

悲
し
く
見
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
政
府
の
思

惑
通
り
、
た
っ
た
７９
年
前
の
こ
と
が
、
す

っ
か
り
遠
い
昔
の
こ
と
、
更
に
言
え
ば
な
か

っ
た
こ
と
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
実
を

見
て
き
ま
し
た
。
泰
さ
ん
が
、「
運
が
良
け

れ
ば
鯨
の
潮
吹
き
が
み
れ
ま
す
よ
」と
お
っ

し
ゃ
る
の
で
、
乗
船
中
、
真
面
目
に
海
面
を

見
つ
め
て
い
ま
し
た
が
、
見
え
た
の
は
白
く

は
じ
け
る
波
し
ぶ
き
と
そ
の
先
に
広
が
る

ニ
ラ
イ
の
海
だ
け
で
し
た
。 

 

沖
縄
戦
で
起
き
た
事
実
を
学
び
た
い
方

は
、
日
程
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
渡
嘉

敷
島
へ
！
運
が
良
け
れ
ば
、
鯨
さ
ん
に
も
会

え
る
か
も
。 

 
 

 
 

 

（
坂
口
美
日
） 
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▼
日
曜
日
の
朝
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の

「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
番

組
を
見
て
い
る
。
関
口
宏
の
司
会
降
板

で
話
題
に
な
っ
た
が
、
２
時
間
弱
の
時

間
帯
で
視
聴
者
の
視
点
で
わ
か
り
や
す

く
、
政
権
の
問
題
を
鋭
く
指
摘
す
る
コ

メ
ン
テ
イ
タ
ー
が
登
場
し
見
応
え
が
あ

る
。
一
部
の
視
聴
者
に
左
翼
寄
り
と
の

批
判
が
あ
る
よ
う
だ
▼
た
だ
、
気
に
入

ら
な
い
の
が
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
。
こ

ん
な
コ
ー
ナ
ー
に
な
ん
で
30
分
も
か

け
る
の
か
。
テ
レ
ビ
局
は
利
益
の
上
が

ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
は
取
り
上
げ
な
い
。

大
き
な
お
金
が
動
く
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に

焦
点
を
当
て
て
騒
い
で
い
る
。
万
人
が

ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
視
聴
率
が
稼
げ
る
と

で
も
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
▼
「
全

世
界
の
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
」
と
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
、
な
ん
の
こ
と
か
と
思

い
き
や
、
大
谷
翔
平
が
結
婚
す
る
こ
と

に
な
っ
た
ん
だ
っ
て
。
こ
じ
つ
け
る
と

日
本
で
は
ス
ポ
ー
ツ
は
野
球
、
政
治
は

自
民
党
が
続
い
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
Ｕ

Ｓ
Ａ
で
、
日
本
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
る
道
具
に
な
っ
て
い
る
▼
新
聞
も

そ
う
だ
。
全
体
で
広
告
を
除
け
ば
20
面

し
か
な
い
の
に
そ
の
う
ち
４
～
５
面
も

割
い
て
い
る
。
野
球
の
結
果
を
流
す
ぐ

ら
い
な
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
を
も
っ
と
深
く

掘
り
下
げ
て
報
道
し
て
欲
し
い
▼
も
と 

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
は 

観
る
も
の
で
は
な
く 

自
分
の
身
体
で
体
験 

し
楽
し
む
も
の
の
は 

ず
。
体
験
す
る
環
境 

の
貧
し
さ
が
、
観
る 

側
に
追
い
や
っ
て
い 

る
。 
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飯島貞親 

▼日音協は 5月 29日第 7回幹事

会を開催しました。▼主に 9 月の

沖縄音楽祭に向けての取り組みが

話されました。▼今回の沖縄県実

行委員会については、沖縄県支部

と連絡をとりながら、準備が進め

られています。▼沖縄県議選が 6

月 7 日告示・6 月 16 日投票で予

定されていますので、終了後、実

行委員長を県内で名の通った方に

要請し、副実行委員長と事務局長

を日音協沖縄県支部が担うととも

に、実行委員を県内の労働組合や

サークル、市民団体に協力を要請、

そして日音協沖縄県支部会員が担

い、第 55 回はたらくものの音楽

祭沖縄県実行委員会の結成をめざ

しています。      （佐藤） 

▼音楽祭終了後のオプションツア

ーの募集をしていましたが、締め

切りの 4 月 30 日を過ぎても「最

少定員」に達しませんでしたので、

中止することとなりました。皆さ

ん、パックされたツアーで参加す

るのでチケットの変更ができなか

ったようです。▼個別に有志でツ

アーを組むという話もあるようで

すが、個人の判断で。  （佐藤） 

▼6月の予定。▼1～2日、北信越

ブロック合宿。岩手からも参加す

るとか。▼2日（調整中）、新潟県

支部総会。▼8 日、岩手県支部総

会。▼13日、ブービーバンド生誕

200歳記念ライブ。▼13～14、

FM カンパニー合宿。（長野・塚本

さん参加）▼29 日、第 8 回幹事

会（最近は Zoom開催）。 （佐藤） 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

５
／
24
（
５
１
０
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
守
屋
さ
ん
、
イ
サ
さ

ん
、
か
お
る
さ
ん
、
坂
口
さ
ん
、 

 

長
島
さ
ん
、
な
べ
さ
ん
、
周
平
さ

ん
、
達
哉
、
森 

 
 

 
計
９
名 

 

今
日
は
24
日
。
『
放
射
能
汚
染

水
を
止
め
ろ
！
24
日
行
動
』
が
官

邸
前
で
行
わ
れ
る
。
２
０
２
３
年

８
月
24
日
に
始
ま
っ
た
汚
染
水

放
出
に
抗
議
し
て
、
毎
月
24
日
に

行
動
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

『
反
原
発
う
た
い
た
い
』
も
思
い

は
同
じ
。
み
ん
な
で
官
邸
前
に
参

加
し
た
。
官
邸
前
に
着
い
た
私
を

見
つ
け
て
実
行
委
員
会
の
人
が

「
お
、
日
音
協
さ
ん
だ
。
ほ
か
に

も
来
る
？
」
と
声
を
か
け
て
き
た

の
で
「
『
反
原
発
う
た
い
た
い
』
の 

仲
間
み
ん
な
で
来
ま
し
た
。」
と
、

ち
ょ
っ
と
得
意
に
な
っ
て
答
え
た

ら
、「
じ
ゃ
あ
、
歌
で
始
め
よ
う
。」

と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
歌
う
こ
と

に
。
ず
ら
り
と
並
ん
で
『
水
に
流

す
な
』『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
歌
い
、
集
会
の
終
盤
に

は
坂
口
さ
ん
が
、
福
島
の
活
動
の

報
告
と
『
こ
れ
以
上
海
を
』
を
歌

っ
た
。 

 

終
了
後
、
茱
萸
坂
に
移
動
。
時

刻
は
19
時
半
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
。

国
会
議
事
堂
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

消
え
る
20
時
ま
で
歌
お
う
。 

坂
口
さ
ん
と
森
家
ふ
た
り
は
先

週
、
日
音
協
沖
縄
行
動
で
平
和
行

進
に
参
加
し
て
き
た
。
森
家
ふ
た

り
は
週
明
け
ま
で
沖
縄
に
い
て
、 

月
・
火
の
２
日
間
、
塩
川
と
安
和

の
行
動
に
参
加
し
て
き
た
。
そ
こ

は
埋
め
立
て
の
た
め
の
土
砂
搬
出

の
現
場
。
ダ
ン
プ
の
出
入
り
口
を

牛
歩
で
遮
り
、
走
行
を
妨
げ
る
の

だ
。
た
く
さ
ん
の
警
備
員
が
口
々

に
歩
み
を
急
か
す
。
機
を
見
て
投

入
さ
れ
る
県
警
の
若
者
た
ち
。
そ

ん
な
報
告
を
し
な
が
ら
沖
縄
の
歌

を
リ
ク
エ
ス
ト
。
『
ふ
る
さ
と
沖

縄
』
『
沖
縄
に
基
地
は
Ｎ
Ｏ
！
Ｎ

Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
』。 

『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
は
反

原
発
の
思
い
で
歌
っ
て
き
た
曲
だ

け
ど
、
反
基
地
や
反
戦
で
も
こ
の

歌
の
大
切
さ
を
感
じ
る
。「
あ
た
り

ま
え
」
を
守
る
た
め
に
、
闘
っ
て

い
る
ん
だ
。 

『
明
日
を
殺
す
な
』
『
あ
あ
福

島
』
と
続
け
る
。
周
平
さ
ん
は
尺

八
や
ら
フ
ル
ー
ト
や
ら
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
や
ら
、
曲
ご
と
に
楽
器
を
代

え
て
い
る
。
三
線
も
あ
る
の
だ
が
、

達
哉
が
借
り
っ
ぱ
な
し
だ
。
坂
口 

さ
ん
の
ウ
ク
レ
レ
も
は
い
っ
て
、

伴
奏
は
一
段
と
多
彩
に
な
っ
て
い

る
。
か
お
る
さ
ん
の
手
話
ダ
ン
ス

が
、
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
る
国
会

議
事
堂
に
向
か
っ
て
揺
れ
る
。 

『
そ
ん
な
世
界
が
一
番
』
を
歌

っ
て
い
た
時
、
ひ
と
り
の
青
年
が

植
込
み
の
端
に
立
ち
止
ま
っ
て
し

ば
ら
く
聴
い
て
い
た
。
曲
が
終
わ

る
前
に
立
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
声
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

残
念
。
ま
た
来
て
く
れ
な
い
か
な
。

一
緒
に
歌
お
う
。 

『
声
よ
集
ま
れ
歌
と
な
れ
』
。

「
踏
ま
れ
て
も
繰
り
返
し
立
ち
上

が
る 

君
と
一
緒
な
ら
た
た
か
え

る
」
と
歌
う
。
ま
さ
に
今
の
気
分
。

歌
っ
て
い
る
途
中
で
国
会
議
事
堂

の
明
か
り
が
消
え
て
、
茱
萸
坂
う

た
行
動
短
時
間
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
終

了
し
た
。
ま
た
来
週
！
誰
か
が
立

ち
止
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
歌
お
う
。 

 


